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 一般事業主行動計画  
 

次世代育成支援対策推進に基づく一般事業主行動計画 
 

  安心して育児休業を取得できる環境をつくり、全ての職員が仕事と子育て 

を両立させることができるようにする。また、不妊治療と仕事の両立を支援 

するため、制度を利用しやすい環境整備に取り組み次の行動計画を策定する。 
 

 

【計画期間】 

     ◎令和８年４月 1 日～令和１３年３月３１日 

 

【目標と取組内容・実施時期】 

 目標１：各種制度について規則・制度の見直しを進め周知を図る。 

※令和８年４月～  ・職員への周知啓発 

・各種制度、休暇を取得しやすい職場づくり 

・「子の看護休暇」制度の周知と活用推進 

             ・短時間勤務制度の周知 
 

  目標２：不妊治療と仕事の両立のための法人内ニーズの調査を実施する。同時 

     に「両立支援担当者」を専任し、治療を行う職員への相談支援を進める。 

    ※令和８年４月～ ・不妊治療と仕事の両立に対する要望等の把握 

※令和８年４月～ ・「不妊治療両立支援プラン」の策定 

・プラン作成を通じて休業できる安心体制の構築 

             ・相談窓口（管理職、主幹や主任等）の設置 
 

目標３：職員全員の所定外労働時間を年間 60 時間以内とする。 

       ※令和８年４月～ 全職員の所定外労働時間を適切に把握し、所定外 

労働の多い職員に個別に働きかけを行う。 
 

  目標４：男女ともに育児休業取得率 100％を目指す。 

※令和８年４月～ 復帰者に対して、「面談シート」を作成し、安心して 

休業できる体制を構築する。 


